
①プラバイオ

【プラバイオとは】
いつものプラスチックにわずかな量を添加することで生分解性機能を付与することができます。
使用後最終埋立処分されるプラスチック製品に最適な「生分解促進添加剤」です。

プラバイオはプラスチック製品全般に
使用することができます。
食品容器、化粧品容器、包装資材から
化学繊維に至るまで多岐に渡ります。
この適用範囲の広がりは世界中で注目
されています。



【特徴】

① わずかな量（1〜3％/wt）を添加するだけで、生分解性機能の付与が可能。
② 添加量が少量の為、物性への影響を少なく成形できる。
③ 既存の設備のまま、製造工程条件を変える事なく使用可能。
➃ 食品包装材を含めた幅広い用途に利用頂く事が出来ます。
⑤ 微生物が活性な環境下以外では生分解を殆ど促進せず物性も劣化しない為、長期保管にも対応。
⑥ 酸化型生分解性プラスチックとは異なり最終的にマイクロプラスチックを残さない。

【対象材】
PP、PE、PS、PET、ABS、PC、SAN、TPU、天然ゴム、エラストマー、その他

※添加量に応じて生分解速度が変わりますので用途や要求に応じて添加量を決めてご使用下さい。
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【推奨用途】
使用後、最終埋立処分（や意図せず海洋環境への投棄）が想定されるプラスチック、ゴム製品全般
食品包装材、化粧品容器、包装物流資材、アパレル製品（不織布・繊維）、害獣・農業・防草資材、その他

「生分解性※を有するプラスチック」としてPRが可能になります」
※国内におけるグリーンプラ、生分解性プラスチックなどの規格表示、また各マークの提示は出来ません

【その他】
・食品衛生法ポジティブリスト掲載物質のみで構成
・REACH規制（1907/2006/EC）に適合
・EU包装廃棄物指令、食品と接するプラスチック素材及び製品に関する規則（EU 10/2011)に適合
・FDA GRAS認証取得済（FDAの試験規格 21 CFR 177.1630 / CFR 177.1520にて認証）
・米国製造

【製品ラインナップ】
（品名） （形状） （対象材）

① No.201 ペレット 汎用（PP、PE、PS、PET、PC、ABS、SAN、TPU、TPE、他）
② No.202 ペレット PET（透明）※熱成形、押出成形
③ No.203 ペレット PET（透明）※ストレッチブロー成形

※ No.201は透明性を要する用途には適しておりません「融点︓155℃、使用可能最高温度︓290℃」。
※ 上記以外の材料への検討時は別途ご相談下さい。
※ ASTM規格 生分解性試験（有償・印 Intertek社）のご依頼も承っております。
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【プラバイオの役割】

プラバイオ添加品を微生物が活性な環境に置かれた場合、プラスチックの親水性を向上させると同時に プラスチックの表面に
形成されるバイオフィルム※の形成速度を上げ、600種以上の微生物を誘引し、クオラムセンシング※の生成される速度を上げます。
「埋立地」や「コンポスト」における生分解性の促進に非常に有効であり、
「土壌」や「海洋環境下」においても生分解性が促進されます。

※バイオフィルム︓微生物が固層表面に形成した集合体のこと。
※クオラムセンシング︓バクテリアが定足数に達するまでじわじわと増殖し、いったん定足数を超えると一斉に毒素の放出などを開始する

システムのこと。
注）試作・開発に際しては、別途NDAの締結が必要になります。
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◇EVA form 925日間 生分解性試験データ（ASTM D5511-12の試験データ）

生分解性能を試験する各種規格において有効性を確認しています。
ASTM D 5511
ASTM D 5526
ASTM D 5338
ASTM D 5988
ASTM D 6691
ASTM D 7475

⑤プラバイオ

NEG  PET樹脂
POS  セルロース
※No.201添加量 1.96%   「生分解率 600日︓80％超 925日︓86.5％」



カネダが地球環境に出来ること

Vision
私たちの想い

110年を超える伝統から革新へ

明治の時代に油問屋からスタートしたカネダは今、幅広いネットワークを
構築し複雑化するニーズへの対応で皆様のお役に立つことを目指しています。

プラスチックは、私たちの生活のあらゆるシーンで活用されているだけでなく
多くの産業分野に貢献しています。しかし近年海洋プラスチックゴミ問題や
プラスチックゴミが原因で引き起こされる地球温暖化など様々な問題に直面
しています。

プラスチック製品をつくる責任・つかう責任への対応は急務であり、企業の
社会的責任でもあります。

この解決策の一つとしてプラバイオを提案します。



お問合せ先

＜お問合せ先＞

カネダ株式会社 産業マテリアル部
TEL︓03-5200-1325     E-mal︓knd_denzai@kaneda.co.jp
URL︓http://www.Kaneda.co.jp


